
７月１３日～１５日の梅雨前線豪雨について

資料４
鴨川の中州について

■ 今回の豪雨の概要（鴨川周辺の状況）

○総 雨 量：３２３㎜ （上賀茂雨量計、１２日 ２２:００ ～１６日 ４:００）

○時間雨量： ４４㎜ （上賀茂雨量計、１３日 １９:００ ～１３日 ２０:００）

○水 位：２.０８ｍ （荒神橋水位計、１４日 ９:２０）
(平時 約 ０.４ｍ)

○出水の影響： 二条大橋～五条大橋の高水敷が通行止
ホームレスの小屋 ８箇所が流出、数箇所が浸水

今回の豪雨による洪水は、約 ５３０ｍ３／ｓでした。

最大流量 530m3/s
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勧進橋下流

北大路橋下流
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四条大橋上流右岸

三条大橋下流右岸
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（出水後のようす）



 

七条大橋～二条大橋の 

中州・寄州の管理イメージ 

二条大橋～柊野堰堤の 

中州・寄州の管理イメージ 

中州の整備方針



出水前後の比較（中州管理を実施した箇所 1/2）

①鴨川 御薗橋上流

H22.6.17

H22.7.23

H23.1.31



H23.1.31

H22.7.23

出水前後の比較（中州管理を実施した箇所 2/2）

②高野川 河合橋上流

H22.6.17



H22.7.23

H22.6.17

出水前後の比較（中州管理を実施していない箇所 1/2）

H23.1.31

③鴨川 葵橋上流



最新の写真④
可能なら前の頁のアングル

H23.1.31

H22.7.23

H22.6.17

出水前後の比較（中州管理を実施していない箇所 2/2）

④鴨川 二条大橋上流







重要種：京都府レッドデータブック等に記載のある重要・希少な種 特外：特定外来生物 外来：外来種
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イトミミズ目

カゲロウ目

トンボ目

トビケラ目

ハエ目

コウチュウ目

その他

底生動物

カワムラナガレトビケラ
（重要種）

ナガオカモノアラガイ
（重要種）

種数 外来種割合

種数 個体数

植物：種数 97%増↑
【確認された注目種】
（事前調査）

重要種 ｶﾜﾁﾞｼｬ

特外 ｱﾚﾁｳﾘ・ｵｵﾌｻﾓ・ｵｵｶﾁﾞｼｬ
（事後調査）

特外 ｵｵｶﾜﾁﾞｼｬ

底生：種数 19%減↓ 個体数64%減↓
【確認された注目種】
（事前調査）

外来 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ

（事後調査）
重要種 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ・ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ

区間N.o②

植物：種数 104%増↑
【確認された注目種】
（事前調査）

特外 ｱﾚﾁｳﾘ

底生：種数 29%減↓ 個体数84%減↓
【確認された注目種】
（事前調査）

重要種 ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ・ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ

外来 ｻｶﾏｷｶﾞｲ・ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ
（事後調査）

重要種ｻﾜｶﾞﾆ・ｲﾏﾆｼﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ・ｺｶﾞﾀｼ
ﾏﾄﾋﾞ ｹﾗ

外来ｻｶﾏｷｶﾞｲ

区間N.o④

区間N.o①

植物：種数 43%増↑
【確認された注目種】
（事前調査）

特外 ｵｵﾌｻﾓ

（事後調査）
特外 ｵｵｶﾜﾁﾞｼｬ

底生：種数 67種
【確認された注目種】
（事後調査）

重要種 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ

（事前調査未実施）

①②③④ ①②③④

①②③④ ①②③④

植物：種数 113%増↑
（事前調査）

特外 ｱﾚﾁｳﾘ
（事後調査）

特外 ｱﾚﾁｳﾘ・ｵｵｶﾜｼｬ

区間N.o③

底生：種数±0%→個体数77%減↓
【確認された注目種】
（事前調査）

重要種 ﾇﾏｴﾋﾞ・ｻﾜｶﾞﾆ

外来 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ
（事後調査）

重要種 ﾅｶﾞｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ・ｲﾏﾆｼ
ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ・ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞ
ｹﾗ

外来 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ・ｻｶﾏｷｶﾞｲ


